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研究成果の概要（和文）：本研究は、現代民主主義国における政治的分極化を「政党システムの分極化」と捉
え、有権者の選好が政治制度に媒介されて、「政党システムの分極化」を規定するという因果のフローを仮説的
に設定し、分極化の程度を規定する要因およびそのメカニズムを、多様なアプローチを用いて検討した。その結
果、選挙区における野党間競争が強まるほど、候補者間及び有権者の間でも政策選好の多極化が進む一方、統一
候補擁立による競争の緩和は候補者の政策ポジションの中道化を促すことが示された。また、有権者レベルにお
いては、党派性が人々の会話相手の選択に影響する一方、他者の行動を継続的に観察することが分極化を防ぐこ
とが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study conceptualizes political polarization in contemporary democratic 
countries as "polarization of the party system." It hypothesizes a causal flow where voter 
preferences are mediated by political institutions to determine "polarization of the party system." 
The study examines the factors and mechanisms that determine the degree of polarization using 
various approaches. As a result, it was shown that the intensification of competition among 
opposition parties in electoral districts leads to increased polarization of policy preferences 
among candidates and voters. On the other hand, the mitigation of competition through the 
unification of candidates promotes the moderation of candidates' policy positions. Furthermore, at 
the voter level, while partisanship influences the choice of conversation partners, it was found 
that continuous observation of others' behaviors helps prevent polarization.

研究分野：政治学

キーワード： 政治的分極化　政党間競争　選挙制度　実験室実験
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、アメリカやヨーロッパの民主主義諸国において政治的対立が昂進し、政治的な分極化が進んでいることに
注目が集まる。このような事態が、政治の統合機能の不全を招き、民主主義への信認を揺るがす可能性も危惧さ
れるに至っている。本研究では、政治的分極化を「政党システムの分極化」と限定的かつ明示的に捉え、有権者
の選好が政治制度に媒介されて、「政党システムの分極化」を規定するという因果のフローを仮説的に設定し、
「政党システムの分極化」のメカニズムを解明することをめざした。その結果、分極化を増進させるメカニズム
の一端を解明することに成功した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
 本研究は、現代民主主義国における政治的分極化の程度を規定する要因およびそのメカニズ
ムを、多様なアプローチを有機的に統合して総合的に検討する。近年、アメリカやヨーロッパの
民主主義諸国において政治的対立が昂進し、政治的な分極化が進んでいることに注目が集まる。
このような事態が、政治の統合機能の不全を招き、民主主義への信認を揺るがす可能性も危惧さ
れるに至っている。この政治的分極化への関心は、政治学の世界で継続して持たれ、様々なアプ
ローチと関心から研究が進められ多くの業績を残してきた。しかしながら、それらの研究成果は
関心とアプローチの多様性故に、政治的分極化の総合的な理解を未だもたらしてはいない。その
原因の一端は、それら研究が解明しようとする政治的分極化の内実そのものが多様であること
にある。本研究では、政治的分極化を「政党システムの分極化」と限定的かつ明示的に捉え、有
権者の選好が政治制度に媒介されて、「政党システムの分極化」を規定するという因果のフロー
を仮説的に設定し、「政党システムの分極化」のメカニズムを解明することが、本研究の学術的
問いである。 
 
２．研究の目的 
 
「政党システムの分極化」のメカニズムを解明することを目的とし、以下の学術的独自性 
と創造性を持つ課題を解決していく。 
１）政党システムの分極化の測定 
２）政党システムの分極化に、「政治制度」が与える影響の解明 
３）政党システムの分極化に「有権者の選好」が与える影響の解明 

 
３．研究の方法 
 
 上記の目的を達成するため、本研究では以下(1)－(4)を計画、実施した。 
 
(1) ラボ実験 
COVID-19 やワクチン接種をめぐる対立のように、双方の求める根本的な利益は一致してい
るにもかかわらず、分極化が発生してしまうメカニズムを解明し、分極化の発生を抑制す
ることができる条件を探るため、信念の分極化(belief polarization)を実証した Andreoni 
and Mylovanov (2012)をベースに様々な条件を加えたラボ実験を計 14 回(1 回あたりの被
験者数は 25―30 人)実施した。 
 
(2) 2021 年衆院選、2022 年参院選候補者調査 
政党間競争と政治家の政策選好との関係を明らかにするため、読売新聞社と共同で衆院選、
参院選の全立候補者を対象とした調査を実施した。 
 
(3) 2022 年参院選に合わせて実施する地方議会議員調査、有権者調査 
選挙区における有権者・地方政治家の政治選好分布と候補者の政策位置との関係を検討す
るため、有権者・地方政治家調査を上述した参議院候補者調査と同じ質問文を用いて行っ
た。この調査では、今回の参院選から新たに日本維新の会が参入した選挙区と未参入の選挙
区との比較を行うことで、選挙区における政党間競争の変化が有権者や地方議員の政策選
好にもたらす効果の測定を試みた。対象とした選挙区は、長崎、新潟、香川、佐川、京都、
広島、茨城、静岡の計 8選挙区で、投開票日後に地方議会議員調査（回収率 59.1％）、有権
者郵送調査（回収率 37.4％）を、選挙前後の変化を確認するための有権者 WEB 調査（選挙
前 4633 人、選挙後 3195 人のパネル調査）を実施した。 
 
(4) オンライン調査実験 
政党数や政策争点の数が有権者の選好分布に与える効果を測定するための選択実験
(choice experiment, コンジョイント実験)を日本、アメリカ、イタリアの有権者各 1,000
人を対象としてオンラインで実施した。また、会話相手の選択に党派性が及ぼす効果、そし
て異なる党派性を持つ他者との肯定的な接触が感情的分極化に与える効果を測定するため
の調査実験も日本の有権者を対象にオンラインで実施した。 

 
 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
(1)信念の分極化(belief polarization)を抑制する条件 
 分極化は価値や選好に違いがなく、双方の利害が一致しているときでも発生しうる。この現象
は「信念の分極化(belief polarization)」と呼ばれ、プレイヤーの持つ情報が高度に複雑な場
合、プレイヤーが合理的であっても発生しうると論じられている(Dixit and Weibull, 2007）。
たとえば、各プレイヤーが元々持っている私的情報が異なると、その後同じ情報を得たとしても、
各プレイヤーが認識する状況に関する主観的確率(信念)は異なることになり、同じ利益を求め
ているにもかかわらず、それぞれの信念に基づいて選択される行動も異なるようになる。この状
況では、たとえ「正しい情報」を与え続けたとしても、双方の信念はますます分極化していく帰
結となる。 
 そこで本研究では、Andreoni and 
Mylovanov (2012)のラボ実験をベース
に「他者の行動を見せる」という条件が
分極化に与える効果について検証し
た。実験の結果、他者の行動を 1 度見
せるだけでは分極化は発生するが、複
数 回 見 せ る こ と で 被 験 者 が
correlation neglect を引き起こして
分極化が抑制されることが明らかにな
った。これらの成果は、日本経済学会お
よび米国中西部政治学会(MPSA)にて報
告された。 
 
(2)政党間競争がもたらす政治家の政
策選好の変化 
 2021 年衆院選と 2022 年参院選に合わせて読売新聞社と共同で実施した候補者調査では、政党
間競争のあり方が候補者の政策選好を変えうることが明らかとなった。野党の共闘により多く
の選挙区で候補者が一本化された 2021
年衆院選では、野党統一候補の政策選
好が一本化されなかった選挙区の野党
候補者の政策選好と比べて大きく中道
寄りに位置している。 
 一方、共闘が進まなかった 2022 年参
院選では、憲法改正への賛否や防衛費
の規模、米中韓との関係についての選
好で構成される「保守－リベラル」軸で
の政党間の対立が、これまでと比べて
強く表れている。選挙制度の違いに留
意すべきではあるものの、野党間での
競争は候補者に自身の政策選好を差異
化させるインセンティブとなることが
示唆された。 
 
(3)選挙区における政党間競争の変化がもたらす有権者の政策選好の変化 

 
新たな政党や候補者の参入は、既存の政党を支持していた有権者の政策選好や投票先を変化さ
せる(Guntermann & Lachat,2023)。2022 年参院選において、日本維新の会が新たに候補者を立
てることが、当該選挙区の有権者の政策選好に与える効果を測定するため、8府県の府県議会議
員と選挙人名簿から無作為に抽出された有権者を対象に調査を実施し、(2)で述べた候補者調査
と組み合わせて分析をおこなった。分析の結果、維新の会が新たに候補者を参入させると、維新
の会が重視している政策に関して、既存政党の支持者
の政策選好と当該政党の候補者の政策選好とが一致す
る傾向にあることが明らかになった。上述したように、
野党間での競争は保革イデオロギー軸上での対立の激
化をもたらしており、これに連動するように有権者間
においても政策選好分布の多極化が起きていることが
示された。近年、有権者については保革イデオロギー
軸の弱まりが指摘されているが(遠藤・ウィリ
ー,2019)、新たな政党や候補者の参入と野党間の競争
が、有権者に自身や政党を伝統的な保革軸上に認知さ
せるようになったことが示唆された。 
 



 
 
(4)「日常の会話相手」の選択に党派性が与える効果 
 有権者レベルにおいても分極化が進んでいる米国では、日常会話やパートナーの選択といっ
た非政治的な意思決定においても党派性が影響を与えていると指摘されている
(Shafranek,2021)。有権者の約半数が無党派である日本においても、党派性がこうした意思決定
を左右しうるのかを検証するため、上述した 8 府県の有権者を対象にオンラインで選択実験
(choice experiment)を実施した。  
 この実験では、会話相手の候補となる架空の人物の属性と会話のテーマなどが無作為に表示
され、被験者は表示された架空の人物と会話したいかどうかを選択する。実験の結果、全回答者
を対象にした分析と無党派層のみに絞った
分析のいずれにおいても、自民党と維新の
会以外の政党を支持していると表示された
人物は、会話相手として選択されづらいこ
とが明らかとなった。研究成果は、日本社
会心理学会で報告され、学術誌ノモスに掲
載された。 
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